
一般質問 1011 一般質問

　

五
條
市
議
会
議
員
選
挙
に
て

初
当
選
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

市
民
の
皆
様
の
負
託
と
信
頼

に
応
え
る
た
め
、
市
政
発
展
に

尽
力
し
て
ま
い
る
。　　

五
條
市
に
お
け
る
地
方
創

生
に
つ
い
て

斎
藤
斎
藤　

五
條
市
に
お
い
て
、
地

方
創
生
の
具
体
的
な
取
組
を
伺

う
。

市
長
公
室
長

市
長
公
室
長　

本
市
最
上
位
計

画
で
あ
る
五
條
市
ビ
ジ
ョ
ン
に

「
地
方
創
生
総
合
戦
略
」
を
組

み
込
み
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

し
て
い
る
。

斎
藤
斎
藤　

五
條
市
に
と
っ
て
財
政

確
保
は
重
要
な
課
題
で
、
今
後
、

様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
、
歳
入

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。　

　

自
ら
財
政
を
確
保
で
き
る
地

方
自
治
体
と
し
て
生
き
残
る
た

め
、
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
は
重

要
な
財
政
確
保
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
。
五
條
市
の
現
状
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長
公
室
長

市
長
公
室
長　

直
近
の
寄
附
実

績
は
、
令
和
元
年
度
５
，
５
３

４
件
６
，
１
９
６
万
円
、
令
和

２
年
度
７
，
０
１
７
件
７
，
６

２
０
万
３
千
円
、
令
和
３
年
度

10
月
現
在
、
７
，
５
６
４
件
８
，

１
３
１
万
６
千
円
で
過
去
最
高

額
で
あ
り
、
柿
・
桃
・
梨
が
近

年
の
上
位
３
点
で
あ
る
。

斎
藤
斎
藤　

さ
ら
に
寄
附
額
を
増
や

す
た
め
、
登
録
業
者
へ
の
サ
ポ

ー
ト
や
返
礼
品
を
さ
ら
に
全
国

に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
今
後
の
見
通
し
や

計
画
を
伺
う
。

市
長
公
室
長　

市
長
公
室
長　

年
内
に
新
た
に

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
開
設
し
、

五
條
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
体

験
型
の
返
礼
品
等
の
検
討
も
進

め
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
や
、
寄
附

額
増
額
に
向
け
幅
広
く
Ｐ
Ｒ
し

て
ま
い
る
。

五
條
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
の
導
入
に

つ
い
て

斎
藤
斎
藤　

各
地
の
地
方
自
治
体
で

も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発

信
や
住
民
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
行
わ
れ
て
い
る
。
無
料
通

信
ア
プ
リ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
利
用
が
、

幅
広
い
年
齢
層
に
広
が
る
な
か
、

県
内
で
も
20
以
上
の
市
町
村
が

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を

利
用
し
て
い
る
。
五
條
市
に
お

け
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
の
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
公
室
長　

市
長
公
室
長　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
を
用
い
た
行
政
サ

ー
ビ
ス
提
供
、
情
報
発
信
は
市

民
に
と
っ
て
も
有
益
で
あ
る
。

個
人
情
報
の
管
理
体
制
な
ど
調

査
し
、
研
究
し
て
ま
い
る
。

斎
藤
斎
藤　

最
近
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
素
早

く
行
政
か
ら
の
情
報
を
伝
え
る

こ
と
の
必
要
性
や
、
災
害
時
や

日
頃
の
生
活
に
関
わ
る
身
近
な

情
報
ま
で
、
ア
プ
リ
を
使
い
幅

広
い
層
に
向
け
、
よ
り
身
近
に

市
民
の
皆
様
に
伝
え
る
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
る
。
ぜ
ひ
前
向
き

に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

市
長
市
長　

大
変
有
益
な
広
報
媒
体
で

あ
る
と
考
え
る
。
様
々
な
角
度
か

ら
検
証
、
検
討
を
加
え
五
條
市
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
導
入

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
る
。

そ
の
他
の
一
般
質
問

地
域
防
災
の
体
制
に
つ
い
て

１　

地
域
防
災
の
現
状
に
つ
い
て

　
（
自
主
防
災
組
織
）

２　

災
害
時
の
対
策
や
防
災
対
策

　

に
つ
い
て

市
道
の
整
備
に
つ
い
て

福
塚　
福
塚　

近
年
、
市
道
や
歩
道
の

植
栽
や
雑
草
に
よ
る
増
殖
で
車

両
の
走
行
や
歩
行
者
の
弊
害
が

増
え
て
き
て
い
る
。
道
路
標
識

な
ど
の
認
識
に
弊
害
や
歩
行
者

の
弊
害
に
つ
な
が
る
場
所
が
多

数
見
受
け
ら
れ
る
が
、
市
と
し

て
の
対
応
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　

都
市
整
備
部
長　

倒
木
に
つ
い

て
は
所
有
者
不
明
の
物
件
と
同

じ
扱
い
で
、
市
に
よ
る
撤
去
作

業
を
行
う
。
雑
草
に
つ
い
て
は
、

立
木
の
管
理
と
同
様
に
民
地
内

と
判
明
し
た
場
合
、
所
有
者
に

対
応
を
お
願
い
し
て
い
る
。

教
育
環
境
に
つ
い
て

福
塚
福
塚　

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
状

況
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
活

用
し
て
い
る
か
伺
う
。

教
育
部
長　

教
育
部
長　

令
和
２
年
11
月
か

ら
順
次
す
べ
て
の
学
校
に
１
人

１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
１
，

８
６
２
台
を
導
入
し
た
。

福
塚　
福
塚　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
デ

ー
タ
の
管
理
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　

教
育
部
長　

授
業
で
端
末
を
使

っ
て
デ
ー
タ
を
使
用
す
る
場
合
、

個
人
に
与
え
ら
れ
た
ア
カ
ウ
ン

ト
で
ロ
グ
イ
ン
し
、
グ
ー
グ
ル

社
の
ド
ラ
イ
ブ
に
保
存
さ
れ
、

原
則
本
人
し
か
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

福
塚　
福
塚　

多
様
な
子
供
た
ち
を
誰

一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
、
公

正
に
個
別
最
適
化
さ
れ
、
資
質
・

能
力
が
一
層
確
実
に
育
成
で
き

る
教
育
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
充
実
し

た
五
條
市
に
な
る
よ
う
、
さ
ら

な
る
努
力
を
お
願
い
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
に
つ
い
て

福
塚　
福
塚　

利
用
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

総
務
部
長

総
務
部
長　

令
和
２
年
度
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
を
含
め
延
べ
６

２
，
３
２
９
人
の
利
用
が
あ
っ

た
。

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
へ
の
通
院
に
つ
い

て福
塚
福
塚　

年
金
生
活
者
の
利
用
者

に
と
っ
て
、
乗
継
利
用
で
五
條

バ
ス
セ
ン
タ
ー
ま
で
２
０
０
円
、

五
條
バ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
南
奈

良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
ま
で
２

０
０
円
の
片
道
４
０
０
円
、
往

復
で
８
０
０
円
、
週
１
回
の
利

用
で
月
３
，
２
０
０
円
。
ま
た
、

買
物
な
ど
に
利
用
す
れ
ば
さ
ら

に
負
担
が
増
え
る
。

現
状
に
お
い
て
高
齢
者
向
け
の

支
援
制
度
は
な
い
の
か
。

総
務
部
長　

総
務
部
長　

乗
継
負
担
軽
減
を

目
的
に
五
條
市
地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画
（
ゴ
ー
ち
ゃ
ん
交

通
計
画
）
に
位
置
付
け
ら
れ
て
、

一
日
フ
リ
ー
乗
車
券
に
つ
い
て
も

導
入
に
向
け
て
関
係
機
関
と
協
議

し
て
い
る
。

福
塚　
福
塚　

近
内
町
近
隣
住
民
の
話
し

で
は
、
藤
岡
邸
近
く
に
停
留
所
が

あ
れ
ば
、
遠
く
ま
で
歩
く
の
が
軽

減
で
き
る
と
の
こ
と
だ
が
、
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

総
務
部
長　

五
條
市
地
域
公
共
交

通
会
議
で
協
議
し
、
持
続
可
能
で

よ
り
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
の

実
現
に
向
け
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
ま
い
る
。
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グ
イ
ン
し
、
グ
ー
グ
ル

社
の
ド
ラ
イ
ブ
に
保
存
さ
れ
、

原
則
本
人
し
か
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

福
塚　
福
塚　

多
様
な
子
供
た
ち
を
誰

一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
、
公

正
に
個
別
最
適
化
さ
れ
、
資
質
・

能
力
が
一
層
確
実
に
育
成
で
き

る
教
育
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
充
実
し

た
五
條
市
に
な
る
よ
う
、
さ
ら

な
る
努
力
を
お
願
い
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
に
つ
い
て

福
塚　
福
塚　

利
用
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

総
務
部
長

総
務
部
長　

令
和
２
年
度
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
を
含
め
延
べ
６

２
，
３
２
９
人
の
利
用
が
あ
っ

た
。

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
へ
の
通
院
に
つ
い

て福
塚
福
塚　

年
金
生
活
者
の
利
用
者

に
と
っ
て
、
乗
継
利
用
で
五
條

バ
ス
セ
ン
タ
ー
ま
で
２
０
０
円
、

五
條
バ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
南
奈

良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
ま
で
２

０
０
円
の
片
道
４
０
０
円
、
往

復
で
８
０
０
円
、
週
１
回
の
利

用
で
月
３
，
２
０
０
円
。
ま
た
、

買
物
な
ど
に
利
用
す
れ
ば
さ
ら

に
負
担
が
増
え
る
。

現
状
に
お
い
て
高
齢
者
向
け
の

支
援
制
度
は
な
い
の
か
。

総
務
部
長　

総
務
部
長　

乗
継
負
担
軽
減
を

目
的
に
五
條
市
地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画
（
ゴ
ー
ち
ゃ
ん
交

通
計
画
）
に
位
置
付
け
ら
れ
て
、

一
日
フ
リ
ー
乗
車
券
に
つ
い
て
も

導
入
に
向
け
て
関
係
機
関
と
協
議

し
て
い
る
。

福
塚　
福
塚　

近
内
町
近
隣
住
民
の
話
し

で
は
、
藤
岡
邸
近
く
に
停
留
所
が

あ
れ
ば
、
遠
く
ま
で
歩
く
の
が
軽

減
で
き
る
と
の
こ
と
だ
が
、
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

総
務
部
長　

五
條
市
地
域
公
共
交

通
会
議
で
協
議
し
、
持
続
可
能
で

よ
り
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
の

実
現
に
向
け
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
ま
い
る
。
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五
条
駅
に
架
か
る
、
市
道

岡
口
８
号
線
（
南
北
歩
道

橋
）
に
つ
い
て

藤
冨
藤
冨

こ
の
歩
道
橋
に
つ
い
て

は
以
前
よ
り
、
多
く
の
方
々
か

ら
危
険
な
歩
道
橋
で
あ
る
と
の

苦
情
が
絶
え
な
い
。
今
後
ど
う

し
て
い
く
の
か
。

都
市
整
備
部
長

都
市
整
備
部
長

五
条
駅
の
南

北
歩
道
橋
が
駅
利
用
者
に
と
っ

て
、
非
常
に
重
要
な
道
路
で
あ

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
も
定
期
的
な
点
検
を
実

施
し
、状
況
把
握
に
努
め
て
い
る
。

年
度
末
に
は
、
必
要
と
な
る
補

修
の
範
囲
等
が
判
明
す
る
予
定

で
あ
り
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、

今
後
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
協
議
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

五
條
市
の
将
来
に
つ
い
て

藤
冨　
藤
冨　

五
條
市
の
出
生
者
数
を

伺
う
。

す
こ
や
か
市
民
部
長

す
こ
や
か
市
民
部
長

五
條
市

の
出
生
者
数
は
、

  

２
０
０
０
年
は
２
９
５
人

    

２
０
０
５
年
は
１
８
７
人

    

２
０
１
０
年
は
１
６
２
人

    

２
０
１
５
年
は
１
５
８
人

    

２
０
１
６
年
は
１
７
６
人

    

２
０
１
７
年
は
１
４
０
人

    

２
０
１
８
年
は
１
２
７
人

    

２
０
１
９
年
は
１
１
２
人

    

２
０
２
０
年
は     

８
６
人

　
　

   と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　藤

冨
藤
冨

市
長
が
就
任
し
た
約
10

年
前
の
２
０
１
１
年
の
出
生
数

は
１
９
０
人
で
、
２
０
２
０
年

の
出
生
者
数
は
、
な
ん
と
86
人

で
あ
る
。
特
に
五
條
市
の
こ
の

５
年
間
の
出
生
者
数
の
減
少
は

著
し
い
も
の
が
あ
る
。

　

市
長
は
五
條
市
の
出
生
者
数

の
減
少
を
ど
う
思
う
か
。

市
長
市
長

若
い
人
が
五
條
市
か
ら

市
外
へ
出
て
行
っ
て
る
と
い
う

の
も
原
因
で
あ
る
。
今
お
ら
れ

る
方
を
も
っ
と
優
先
的
な
形
の

中
で
、
住
ん
で
良
か
っ
た
ま
ち

づ
く
り
を
す
る
と
い
う
こ
と
も

大
変
大
事
な
こ
と
で
、
ど
う
い

う
比
率
で
や
っ
て
い
く
か
、
考

え
方
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
今
後
、
考

え
て
ま
い
る
。

藤
冨
藤
冨

市
長
に
就
任
し
て
か
ら

の
10
年
間
で
、
市
長
が
一
番
力

を
入
れ
て
き
た
「
人
口
減
少
対

策
」
は
何
か
。

市
長
市
長　

今
日
ま
で
い
ろ
い
ろ
考

え
て
き
た
最
も
大
き
な
も
の
は

産
業
で
あ
る
。
働
き
場
所
を
作

る
の
が
大
変
大
事
で
、
い
か
に

雇
用
を
生
ん
で
い
く
か
と
い
う

こ
と
も
大
事
で
あ
る
と
思
う
。

藤
冨
藤
冨

現
実
を
見
て
み
る
と
、

残
念
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
取
組

は
功
を
奏
し
て
い
な
い
。

　

五
條
市
の
人
口
は
毎
月
約
50

人
、
年
間
５
０
０
人
か
ら
６
０

０
人
減
少
し
続
け
て
い
る
。

　

今
、
子
育
て
を
し
て
い
る
若
い

女
性
の
思
い
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
の
声
を
参
考
に
し
て
人
口
減

少
対
策
に
取
り
組
ま
れ
た
ら
い
か

が
か
。「
市
長
へ
の
手
紙
」「
目
安
箱
」

「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
直
接
聞
か

れ
る
の
が
い
い
と
思
う
が
、
い
か

が
か
。

市
長
市
長

た
く
さ
ん
の
人
の
意
見
を

聞
き
集
約
し
て
、
よ
く
理
解
し
て

進
め
て
い
く
の
が
大
事
だ
と
考
え

る
。

藤
冨
藤
冨

政
治
は
結
果
を
出
し
て
い

た
だ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
五

條
市
は
今
も
う
「
待
っ
た
な
し
」

の
状
況
で
あ
る
。

　

市
長
は
五
條
市
の
将
来
を
ど
の

よ
う
に
描
い
て
お
ら
れ
る
の
か
。

市
長
市
長

近
隣
の
市
町
村
と
連
携
し

な
が
ら
、
よ
り
よ
い
ま
ち
に
す
る

べ
く
皆
さ
ん
と

知
恵
を
絞
り
な

が
ら
前
向
き
な

形
の
中
で
進
め

て
ま
い
り
た
い
。

大
塔
地
域
の
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て

谷谷

大
塔
町
は
五
條
市
の
面
積

の
約
４
割
を
占
め
て
い
る
。
面

積
が
広
く
人
口
が
少
な
い
が
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
は
行
き
届
い
て

い
る
の
か
尋
ね
る
。

大
塔
支
所
長

大
塔
支
所
長

地
域
住
民
の
移

動
手
段
と
し
て
奈
良
交
通
バ
ス

に
接
続
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
を
行
っ
て
お
り
、
自

力
で
買
物
が
困
難
と
な
っ
て
い

る
住
民
が
定
期
的
に
買
物
が
で

き
る
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、

地
域
の
見
守
り
活
動
を
行
え
る

よ
う
移
動
販
売
車
に
よ
る
買
い

物
支
援
事
業
を
進
め
て
い
る
。

財
政
状
況
に
つ
い
て

谷谷  

一
般
家
庭
の
貯
金
と
言
え

る
基
金
残
高
を
尋
ね
る
。

理
事
理
事

令
和
２
年
度
末
で
約
45

億
１
，
８
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

谷谷

一
般
家
庭
の
借
金
と
言
え

る
地
方
債
残
高
を
尋
ね
る
。

理
事
理
事

令
和
２
年
度
末
で
約
２

８
７
億
５
，
９
０
０
万
円
と
な

っ
て
い
る
。

谷谷

貯
金
（
基
金
）
残
高
よ
り

も
借
金
（
地
方
債
）
の
残
高
が

多
い
が
、
今
後
の
財
政
状
況
の

見
通
し
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

理
事
理
事

実
質
公
債
費
率
、
将
来

負
担
比
率
は
前
年
度
に
比
べ
改

善
し
た
が
、
国
の
施
策
に
伴
い

国
庫
支
出
金
が
増
加
し
た
こ
と

に
よ
る
一
時
的
な
も
の
に
過
ぎ

ず
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

で
あ
る
。
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
も
人
口
減
少
に
よ
り
市
税

等
が
減
少
す
る
一
方
、
社
会
保

障
制
度
の
拡
充
に
伴
う
扶
助
費

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
の
に
加

え
、
公
債
費
は
令
和
６
年
度
ま

で
は
30
億
円
程
度
で
推
移
す
る

な
ど
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況

と
な
っ
て
い
る
。  

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

谷谷

五
条
駅
南
側
に
は
、
朝
の

通
勤
通
学
時
間
帯
に
乗
用
車
、

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
が
乗
り
入
れ
、

ロ
ー
タ
リ
ー
が
大
変
危
険
な
状

況
で
あ
る
が
、
五
條
市
の
玄
関

口
で
あ
る
五
条
駅
南
側
の
整
備

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

都
市
整
備
部
長

都
市
整
備
部
長

五
條
中
心
市

街
地
地
区
ま
ち
づ
く
り
基
本
計

画
に
基
づ
き
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
情

報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

谷谷

今
ま
で
の
五
条
駅
前
広
場

の
整
備
に
向
け
た
取
組
を
尋
ね

る
。

都
市
整
備
部
長

都
市
整
備
部
長

昭
和
56
年
５
月

に
五
条
駅
前
広
場
南
側
と
し
て
都

市
計
画
決
定
を
行
っ
て
い
る
。

谷谷

五
条
駅
南
側
の
交
通
安
全
対

策
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

都
市
整
備
部
長

都
市
整
備
部
長

通
勤
通
学
時
間

帯
に
歩
行
者
や
送
迎
用
の
車
両
等

で
大
変
混
雑
し
て
い
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
が
、
県
道
や
Ｊ
Ｒ
西

日
本
が
管
理
し
て
い
る
部
分
で
あ

り
、
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は

各
管
理
者
が
行
う
べ
き
と
考
え
る
。

谷谷

市
と
し
て
何
ら
か
の
対
策
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長

都
市
整
備
部
長

本
日
の
意
見
を

Ｊ
Ｒ
西
日
本
や
県
の
管
理
者
に
伝

え
る
。

谷谷

大
き
な
事
故
が
起
こ
る
前
に

何
ら
か
の
対
策
を
願
う
。


